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に
こ
っ
と
通
信
１
２
８
号
で

は
議
案
審
議
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
を
致
し
ま
し
た
が
、

今
号
で
は
、
２
人
の
一
般
質

問
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

一
、
河
川
管
理
に
つ
い
て

鳥
井
：
台
風
19
号
の
被
害
が

出
た
地
域
に
お
い
て
「
水
門

を
閉
め
た
た
め
に
水
が
溢
れ

た
。
な
ぜ
連
絡
も
な
く
閉
め

た
の
か
？
」
と
い
う
声
が
多

く
上
が
っ
て
い
る
。
大
き
い

河
川
か
ら
の
逆
流
を
防
ぐ
た

め
に
水
門
を
閉
め
る
こ
と
は

や
む
を
得
な
い
が
、
そ
れ
を

近
隣
住
民
に
知
ら
せ
る
シ
ス

テ
ム
は
必
須
で
あ
る
。
現
状

足
利
市
に
は
い
く
つ
の
水
門

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
開
閉

の
情
報
は
一
元
管
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。

当
局
：
渡
良
瀬
川
河
川
事
務

所
や
安
足
土
木
事
務
所
が
管

理
し
て
い
る
1
級
河
川
に
は

合
計
で
５
０
か
所
の
水
門
等

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
水
門

の
管
理
に
当
た
っ
て
は
各
々

基
準
に
沿
っ
て
判
断
し
て
行

っ
て
い
る
。

内
水
氾
濫
へ
の
備
え

鳥
井
：
水
門
等
を
閉
め
た
際

に
は
、
内
水
氾
濫
の
危
険
は

急
上
昇
す
る
が
、
そ
の
際
の

水
位
上
昇
を
緩
和
す
る
た
め

に
も
ポ
ン
プ
で
水
を
出
す
備

え
が
必
要
と
な
る
。
揚
水
機

場
の
建
設
や
、
ポ
ン
プ
の
購

入
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る

必
要
性
を
感
じ
る
が
、
足
利

市
の
計
画
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
以
前
か
ら
国
や
県
に

要
望
し
て
き
た
。
今
回
の
被

害
を
踏
ま
え
河
川
管
理
者
で

あ
る
国
に
、
強
く
要
望
し
て

い
く
。

鳥
井
：
足
利
市
の
東
部
地
域

の
浸
水
被
害
を
防
ぐ
意
味
で

市
の
対
応
と
し
て
、
水
門
を

閉
め
た
際
に
雨
水
を
一
時
的

に
貯
め
る
貯
水
池
を
作
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

当
局
：
適
地
が
な
い
。
調
整

池
設
置
に
つ
い
て
は
調
査
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

二
、
避
難
に
つ
い
て

避
難
所
開
設
に
つ
い
て

鳥
井
：
自
主
避
難
所
を
早

め
に
開
設
し
た
こ
と
に
は

ど
ん
な
目
的
が
あ
っ
た
の

か
。
避
難
希
望
者
へ
の
案

内
・
誘
導
は
適
切
で
あ
っ

た
か
。
ま
た
、
指
定
避
難

所
で
の
避
難
受
け
入
れ
が

遅
い
と
の
声
が
市
民
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
が
、
開
設
の

タ
イ
ミ
ン
グ
等
の
判
断
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の

か
。

当
局
：
自
主
避
難
所
開
設

は
10
月
11
日
に
決
定
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
消
防

情
報
防
災
メ
ー
ル
で
情
報

を
発
信
し
た
。

避
難
者
へ
の
支
援

鳥
井
：
毛
野
公
民
館
は
自
主

避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た

後
、
大
久
保
町
な
ど
浸
水
被

害
か
ら
避
難
し
て
き
た
方
達

も
受
け
入
れ
る
形
と
な
っ
た

物
資
の
提
供
等
に
つ
い
て
は

適
切
に
行
わ
れ
て
い
た
か

当
局
：
毛
布
や
非
常
食
・
水

と
い
っ
た
備
蓄
品
を
提
供
し

企
業
や
民
間
団
体
等
か
ら
は

布
団
や
日
用
品
・
食
料
品
な

ど
の
支
援
を
受
け
た
。
担
当

職
員
か
ら
物
資
の
配
布
や
声

掛
け
に
よ
る
情
報
提
供
を
し

た
が
、
意
思
疎
通
が
不
十
分

だ
っ
た
面
も
あ
っ
た
。

三
、
水
害
対
策
に
つ
い
て

水
害
対
応
の
手
引
き

鳥
井
：
内
閣
府
作
成
の
「
市

町
村
の
た
め
の
水
害
対
応
の

手
引
き
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
市
町
村
が
実
施
す
べ
き

水
害
対
応
「
１
０
の
ポ
イ
ン

ト
」
へ
の
当
市
の
令
和
元
年

9
月
現
在
の
対
応
状
況
を
聞

き
た
い
。

当
局
：
本
市
で
は
、
こ
の
手

引
き
に
従
っ
て
毎
年
度
当
初

に
災
害
対
応
体
制
を
確
認
し

て
い
る
。

鳥
井
：
令
和
元
年
7
月
の
改

訂
に
つ
い
て
の
対
応
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

当
局
：
今
後
の
対
応
と
な
る

水
害
の
検
証
後
に
対
応
の
見

直
し
を
行
う
。

水
門
・
樋
門
の

管
理
は
適
切
か
！

り
災
証
明
の

発
行
状
況

は
ど
う
か

鳥
井
：
り
災
証
明
の
発
行

状
況
に
つ
い
て
、
申
請
後

ど
の
程
度
の
日
数
で
発
行

さ
れ
て
い
る
か
。
不
服
が

あ
る
場
合
に
は
、
再
調
査

が
可
能
で
あ
る
が
、
周
知

し
て
い
る
か
。

当
局
：
り
災
証
明
の
発
行

は
、
申
し
込
み
が
多
い
時

期
を
過
ぎ
、
概
ね
1
週
間

程
度
で
発
行
し
て
い
る
。

再
調
査
の
希
望
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
申
請
に
基
づ

き
調
査
を
実
施
し
て
い
く

鳥
井
：
今
回
の
台
風
被
害
で

越
水
が
発
生
し
た
旗
川
に
つ

い
て
は
、
足
利
市
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
は
な
ん
ら
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し
の
方

針
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
被
害
が
大
き
か
っ
た

東
部
地
域
を
中
心
に
、
今
回

の
被
害
状
況
を
反
映
し
た
暫

定
版
を
梅
雨
時
ま
で
に
作
成

す
る
。
避
難
所
・
防
災
倉
庫

な
ど
の
情
報
も
記
載
す
る
。

避
難
所
へ
の
移
動

鳥
井
：
避
難
指
示
が
出
た
際

「
食
料
・
水
・
寝
具
・
貴
重

品
を
持
っ
て
『
徒
歩
で
』
避

難
す
る
」
と
の
呼
び
か
け
に

自
力
で
の
避
難
を
断
念
し
た

障
害
を
持
つ
高
齢
者
が
居
た

高
齢
者
・
障
害
者
・
支
援
を

必
要
と
す
る
人
達
の
避
難
方

法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

備
え
て
き
た
の
か
。

当
局
：
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
の
避
難
方
法
に
つ
い
て

は
、
要
配
慮
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
公
助
・
自

助
・
共
助
に
よ
る
支
援
体
制

の
整
備
を
図
っ
て
き
た
。

情
報
の
発
信
は

適
切
だ
っ
た
の
か
！

鳥
井
：
発
災
後
の
被
災
者

へ
の
情
報
発
信
は
適
切
で

あ
っ
た
か
。
情
報
量
・
伝

達
手
段
、
そ
れ
ぞ
れ
の
評

価
を
聞
き
た
い
。

当
局
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N

S

に
よ
る
発
信
、
わ
た

ら
せ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
文
字
情
報
・
映
像
に

よ
る
周
知
を
行
っ
た
。
ま

た
自
治
会
等
の
協
力
も
う

け
て
支
援
情
報
を
世
帯
に

周
知
し
た
。
被
災
地
区
で

の
説
明
会
も
復
数
箇
所
で

開
催
し
た
。

街頭から議会報告を行う

台風１９号による被害の概要

人的被害

大規模半壊：６１件

半壊：３６９件

一部損壊（準半壊）：８件

一部損壊（１０％未満）：３８８件

道路冠水等

非住家被害：４５件

崖（土砂）崩れ：５１件

河川被害：６９件

橋梁被害：１２件

排水、用水等溢水：１１６件

倒木：１１件

その他：１２１件

商工業：70億円、農林業：8億6600万円

インフラ：５億7800万円、水利施設：2億円等

住家被害 ８２６件

４２５件

被害総額

その他

状況

３名（１名死亡）

８８億６０００万円

２７１件

〒326-0822

ＴＥＬ090-8004-0577 ＴＥＬ090-1690-5106

https://azukichi.net/season/winter/winter0065.html
https://azukichi.net/season/winter/winter0065.html


健診費１６０万円の市民負担増！

お
ぜ
き:

建
て
替
え
に
あ
た
っ

て
、
大
胆
な
ご
み
減
量
が
必

要
で
は
な
い
か
。

当
局:

２
０
１
８
年
の
燃
や
せ

る
ご
み
の
搬
出
量
は
、
目
標

の
４
７
７
８
４
ト
ン
に
対
し

約
２
千
ト
ン
オ
ー
バ
ー
。
市

民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
の
減

量
の
意
味
を
考
え
、
分
別
意

識
啓
発
に
努
め
る
。

お
ぜ
き:

家
庭
系
の
ご
み
は
、

６
年
間
で
１
千
ト
ン
減
量
、

事
業
系
の
ご
み
は
、
横
ば
い

状
態
。
事
業
所
へ
の
分
別
指

導
の
徹
底
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

当
局:

事
業
所
訪
問
の
実
績
は

下
記
の
通
り
で
、
商
工
会
議

所
を
通
じ
、
市
内
４
４
０
０

事
業
所
に
啓
発
の
通
知
を
配

布
。

施
設
の
廃
止
は

福
祉
向
上
に
な
る
の
か

三
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
て
か
え
に
つ
い
て

お
ぜ
き:

公
共
施
設
の
統
廃
合

は
、
あ
く
ま
で
も
住
民
の
合

意
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

当
局:

施
設
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

全
体
的
な
理
解
を
得
な
が
ら

す
す
め
る
。

お
ぜ
き
：
河
南
消
防
署
南
分

署
は
、
消
防
本
部
庁
舎
等
建

設
事
業
が
完
了
後
、
施
設
を

廃
止
す
る
と
し
て
い
る
が
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な

い
か
。

当
局:

南
分
署
を
廃
止
し
て

も
管
轄
地
域
に
つ
い
て
は
、

隣
接
す
る
河
南
消
防
署
と
東

分
署
で
カ
バ
ー
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

再
質
問
で
、
東
分
署
は
、
想

定
外
の
水
害
に
あ
っ
た
が
救
急

火
災
に
は
適
し
た
位
置
に
あ

り
、
今
後
も
東
部
地
区
の
防

災
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
と
回

答
。
東
分
署
の
位
置
は
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
想
定
区
域

（
２
～
５
㍍
）
と
な
っ
て
い
ま
す

言
い
訳
を
し
て
も
、
通
用
し
ま

せ
ん
。
南
分
署
は
、
救
急
災
害

出
動
件
数
、
企
業
立
地
面
積
（

市
全
体
の
６
２
％
）
の
多
さ
を

示
し
、
南
分
署
の
建
て
替
え
の

必
要
性
を
質
し
ま
し
た
。

市
は
、
認
可
保
育
園

な
ど
の
運
営
に
支
援
を
！

再
質
問
で
、
公
共
施
設
（
１

９
１
）の
総
量
を
４
割
か
ら
５

割
の
延
床
面
積
を
削
減
し

な
い
と
財
政
上
持
た
な
い
と

回
答
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

(

1
月
21
日
～
2
月
16
日
）

を
行
い
、
今
年
度
中
に
再
編

計
画
を
作
成
。
十
分
な
時

間
を
か
け
て
行
う
こ
と
を
質

し
ま
し
た
。

お
ぜ
き:

南
幸
楽
荘
は
、
市
民

の
公
平
性
の
観
点
か
ら
維
持

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

当
局:

高
齢
者
人
口
の
減
少

が
予
想
さ
れ
、
維
持
管
理
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め

南
幸
楽
荘
は
、
廃
止
の
方
向

お
ぜ
き:

母
子
生
活
支
援
施
設

と
し
て
さ
わ
ら
ご
ハ
イ
ム
足

利
は
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
今
後
の
方
針
は

ど
う
か
。

当
局:

施
設
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
建
て
替
え
る
場
合
は

足
利
市
の
財
政
力
で
は
難
し

い
の
で
県
と
協
議
し
て
い
く

公
定
価
格
は
、
国
の
地
域
格
差

の
問
題
と
指
摘
す
る
だ
け
で
、
市

で
の
対
応
は
無
回
答
。
幼
保
無
償

化
で
一
億
円
の
市
負
担
が
軽
減
、

こ
れ
を
財
源
に
佐
野
市
並
み
の
公

定
価
格
へ
の
支
援
、
障
が
い
児
保
育

単
価
（
６
．
４
万
円
）
の
引
上
げ
を

求
め
ま
し
た
。
障
が
い
児
保
育
単

価
を
宇
都
宮
市
（
９
万
５
０
０
円
）

並
み
に
引
き
上
げ
る
の
に
必
要
な

予
算
は
、
１
２
０
０
万
円
で
可
能
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

一
、
災
害
時
に

対
応
で
き
る
消
防
署

お
ぜ
き
：
台
風
19
号
被
害
に
よ

り
東
分
署
及
び
周
辺
が
浸
水
し

機
能
を
果
た
せ
な
か
っ
た
が
今

後
の
東
部
地
域
の
防
災
に
対
し

て
ど
う
責
任
を
担
っ
て
い
く
の

か
。

当
局:

今
回
の
被
害
状
況
や
要

因
等
を
分
析
検
証
し
、
今
後
の

大
規
模
自
然
災
害
に
対
し
て
有

効
な
手
段
な
ど
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
東

部
地
域
の
防
災
責
任
を
果
た
し

て
い
く
。

お
ぜ
き:

白
色
ト
レ
イ
は

置
き
場
が
な
い
こ
と
を

理
由
に
回
収
を
行
っ
て

い
な
い
が
今
後
は

ど

う
す
る
の
か
。

お
ぜ
き
：新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
事
業
手
法
は
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式

で
行
う
予
定
だ
が
、
こ
の
方
式

は
、
市
が
建
設
費
用
の
資
金
を

調
達
し
、
施
設
の
設
計
・
建
設

運
営
等
を
民
間
事
業
者
に
包
括

的
に
委
託
す
る
方
式
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
環
境
政
策
と
し
て
の

市
の
責
任
が
持
て
る
の
か
。

当
局:

Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
は
、
政
策
の

決
定
や
推
進
は
含
ま
な
い
。
ご

み
減
量
に
対
す
る
啓
発
再
資
源

化
の
推
進
な
ど
の
環
境
政
策
は

こ
れ
ま
で
通
り
市
で
責
任
を
持

っ
て
い
く
。

ご
み
の
減
量
を
前
提
に

焼
却
炉
建
て
替
え
に

な
っ
て
い
る
か

再
質
問
で
、
ご
み

の
減
量
の
た
め
に
ス

ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
の

不
使
用
の
徹
底
や

事
業
所
へ
の
分
別

徹
底
等
を
求
め
た

が
市
は
消
極
的
な

対
応
姿
勢
で
あ
る

こ
と
。
新
焼
却
炉
の

事
業
手
法
等
十
分

な
議
論
の
必
要
性

を
質
し
ま
し
た
。

お
ぜ
き
栄
子
の
一
般
質
問

１月２０日に行われた民生環境水道常任協議
会で、２０２０年度の健康診査費用の引上げ
（一部引き下げ有）が明らかになりました。
ガンで亡くなる市民が多い中で、これまでの
早期発見を推進した努力に逆行する行為です
主な引き上げ項目は、集団による肺がん（喀
痰）、胃がん、子宮がん、乳がん、肝炎ウイ
ルスなどの検診です。

建
て
か
え
が
検
討
さ
れ
て
い
る

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
視
察

台風１９号で浸水した東分署

なぜ学校給食課を廃止？

２０２０年４月から、行政組織の改正
により学校給食課を廃止し、給食担当
と学校給食共同調理場を学校管理課に
統合することが１月２０日開催の全員
協議会で明らかになりました。他の議
員からも廃止反対の意見が続出しまし
たが、教育委員会に「国体推進課を新
設するため、学校給食課は統合し、廃
止する」と市長答弁。党議員団は、「
新アレルギー対応マニュアル」の導入
が始まる時期でもあり、子どもの成長
に大切な給食を守るためにも学校給食
課は、必要」と存続を求めました。

当
局:

国
内
で
搬
出
さ

れ
た
家
庭
系
の
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ご
み
は
熱
回

収
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル

と
な
っ
て
い
る
。
新
焼

却
施
設
で
も
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ご
み
は
熱
回
収

に
よ
る
発
電
な
ど
を
前

提
と
し
た
焼
却
処
理
を

予
定
し
て
い
る
。

東
分
署
の
移
転
と

南
分
署
の
建
て
か
え
を
！

二
．
市
民
の
た
め
の

公
共
施
設
の
あ
り
方

お
ぜ
き
：
教
育
・
保
育
給
付
費
の

算
定
基
礎
と
な
る
公
定
価
格
に
よ

り
認
可
保
育
園
な
ど
の
経
営
が
厳

し
い
と
聞
い
て
い
る
。
公
定
価
格

の
地
域
区
分
の
違
い
に
よ
り
、
例

え
ば
保
育
士
給
与
月
額
が
佐
野
市

６
千
円
、
宇
都
宮
市
１
万
２
千
円

と
比
較
し
て
当
市
は
低
い
支
給
状

況
で
あ
る
。
佐
野
市
同
等
の
支
援

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局:

公
務
員
の
地
域
手
当
の
支

給
割
合
を
地
域
区
分
に
よ
り
設
定

す
る
と
い
う
考
え
方
。

消防署の救急災害

署別出動件数

出動件数 割合

中央署 1,856 30%

東分署 653 11%

西分署 1,120 18%

河南消防署 1,520 25%

南分署 1,014 16%

合計 6,163

２０１６年 ２９件

２０１７年 １８５件

２０１８年 ２６８件

事業所訪問件数


